第４回丘陵地区整備機構協議会要旨
平成２１年１月２０日

AM10時００分～１２時００分　

場所：市役所職員会館２階大会議室
主な内容

　事務局より、「丘陵地区における土地利用について」というテーマに基づいて、都市的、農的などのそれぞれの土地利用へと土地の交換が必要となるが、その交換の際のルール作りなどが今後の課題となることなど具体的な事例を交えて説明を行った。
　また、今後、土地交換や計画づくりの基準となる区域線を決めるために現地での測量を行う予定であることを説明した。
委員からは主な意見として、
●「この協議会の地権者の方々は、地元から民主的に選出されて、土地の権利を動かすということを前提に任されて来られているわけではないので、もう一回仕切り直しをして、土地を交換の時には、地元の方々が、この代表の人々に土地の権利を委ねるというか、評価をしてもらうんだ、ちゃんと見極めてもらうんだということを理解していただいて、土地交換のための委員会なり、審議会なりを設けていく必要があるんではないかと思うんです。」
●「最初に土地利用の用途によって、まず土地を交換するという部分で、実際には土地を持っておられる方が同時期にすべて判断をするという、非常に大変なことがあるなという思いはしてます。ただ、それが済めば、あとはわりとゾーンに分けての、規模も少し小さくなりますし、そのうえでの開発であったりということになりますと非常に期間的にも短くて済むのかなと思います。」
●「アンケートの途中経過で30％にも満たってない。私たち部外者でも関心があるにもかかわらず、245名の地元の方々の反応が非常に悪いような感じをしている。」
●「次の段階は、ある程度のメリット、デメリットを出したうえで、基本的にはこれは各地権者自身の財産ですから、どっちが良いのかということを、自分の責任で選んでいただくことが最終的には必要。役所がいくら頑張っても、やっぱり最終的には地権者の方が、中心になる方が何人かがやっていくということでないと絶対まとまっていかない、自分らの土地の事であり、良くなれば自分らの財産価値が良くなるんだから。」　等その他。
※　要約しています。詳細については議事録本文をご覧ください。





















